
令和５年度 新型コロナウィルス感染症対策について（金沢伏見２０２３）  R5.5.8 

出欠・早退 ・生徒は登校前に自宅で検温を行い、その結果を Google Classroom に入力する。入力していない生徒は朝、

担任もしくは副担任が確認し、すぐに生徒に入力させる。 

・発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状が見られる場合は無理せず自宅で療養するよう推奨するが、感染

が確認された場合のみ「出席停止」とし、それ以外は「欠席」とする。 

出席停止期間：発症した後 5日を経過し、かつ、症状が軽快した後 1日を経過するまで。 

・後日、出席停止届を記入して担任に提出する。（様式は学校からお渡しするほか、本校ホームページよりダウ

ンロード可。） 

・平日のワクチン接種及び副反応が出た場合の出欠の取扱いについては「欠席」とする。 

通学 ・通勤通学ラッシュ時等、混雑した電車やバスを利用する場合には、マスクの着用を推奨する。 

教室の換気 ・教室は廊下側の窓と２か所の出入り口扉と天窓すべて開けておく。   

・朝、担任は教卓に一番近い窓を数センチ開けて退室し、常時開けておき、終礼・清掃後、担任が窓を閉める。 

窓はできるだけ開けるよう心がけるが、天候を考慮して適宜判断する。 

・特別教室使用時は授業終了後、可能な範囲で窓を授業担当者が開け、授業終了後に閉める。２か所の出り 

口の扉は開けておく。 

授業 【各教科共通】 

・学校教育活動においてはマスクの着用を求めないことを基本とする。ただし、以下の点に注意すること。 

  ♢校外学習等において医療機関や医療施設等を訪問する機会など、マスクの着用が推奨される場合にお

いては生徒及び教職員についても着用が推奨される。 

・次に示す「感染のリスクが比較的高い学習活動」については、地域や学校に感染が流行している場合などには 

下に示すような一定の感染対策を講じることが望ましい。 

「感染のリスクが比較的高い学習活動」 

♢生徒が対面形式で行うグループワークやペアワーク、及び一斉に大きな声で話す活動 

  ♢室内で行う合唱、管楽器演奏  ♢組み合ったり接触したりする運動 

  ♢生徒がグループで行う実験・観察、共同制作・鑑賞、調理実習 

「一定の感染対策」 

  ・気候上可能な限り 2方向の窓を同時に開けて、常時換気を 

行うとともに、CO2モニターを使用して換気の状況を計測。 

・換気が十分であることが確認できない場合は、マスク着用を呼びかける。ただし、強要はしない。 

【体育】 

・更衣については、男子は教室、女子は男女両方の更衣室を使用するなどの工夫をし、また部室等は短時間に

交代で使用するなど、狭い空間に生徒が密集することを避ける。 

昼食時 ・食事の前後の手洗いを徹底するとともに、飛沫を飛ばさないように注意する。 

・クラス内で感染拡大が確認されたら、自席で会話を控えるなどの制限を設ける。 

放課後・ 

部活動 

・顧問が活動前、活動中の健康観察を行う。活動前の体調不良者はすぐに帰宅させる。 

・ペアで行うストレッチやトレーニングなど密着する時間をできる限り少なくし、屋内活動については、こまめな換気 

と清掃を行う。 

・部室は更衣のみの使用とし、飲食については、飲みまわし等をしないようにする。 

清掃・消毒 ・一時的な消毒の効果を期待するよりも通常の清掃を丁寧に行い、清潔な空間を保つことに重点を置く。 

・清掃は換気の良い状況で、終了後の手洗いを徹底する。 

・1日 1回程度、電気スィッチ、階段の手すり、ドアの取っ手など大勢がよく手を触れる場所は、スクールサポー 

トスタッフが消毒する。 

その他 ・教室廊下側の窓や出入り口扉は開け放しのため、生徒は重ね着・カイロ・ひざ掛け等で各自調整する。 

・感染者、濃厚接触者、新型コロナウィルス感染症の治療にあたる医療従事者や社会機能の維持にあた

る方とその家族等に対する偏見や差別につながるような行為は許されない。 

学校への 

連絡 

・生徒本人の感染が確認された場合のみ、平日 7:30～18:30 に学校へ連絡する。（076）242-6175 

 

 

＊県立学校における感染症対策について（R5.5.1付参照） 

CO2濃度  濃度数値(ppm) 

 ～1000 十分換気されている 

1001～1500 窓開閉による換気必要 

1501～2000 頭痛など体調不良発生 

 


